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第４次大分市国際化推進計画 第１回策定委員会概要 

 

項 目 内 容 

開催日時 令和２年７月２８日（火）９：３０～＜委嘱状交付式＞ 

令和２年７月２８日（火）９：４０～＜第 1回策定委員会＞ 

会 場 大分市議会棟３階 課長控室 

出 席 者 

（交付式） 

井本委員、太神委員、疇谷委員、佐野委員、下田委員、辛委員、

ジェンバ委員、馬場委員、原委員、伊藤企画部長、佐藤教育部長 

出 席 者 

（委員会） 

井本委員、太神委員、疇谷委員、佐野委員、下田委員、辛委員、

ジェンバ委員、馬場委員、原委員、伊藤委員、佐藤委員 

次 第 １ 策定委員自己紹介 

２ 事務局紹介 

３ 委員長・副委員長の選出 

４ 委員長あいさつ 

 

議 事 

１ 会議の公開・非公開の取扱いについて 

 ２ 第３次計画の概要及び取組み状況について 

 ３ 第４次計画策定について 

 ４ 大分市の国際化推進に関するアンケート調査について 

 ５ 今後のスケジュールについて 

 ６ その他 

 

 

【概 要】 

委嘱状交付式 

  １．委嘱状交付 

  ２．伊藤企画部長あいさつ 

   ▽委員をお引き受けいただき、誠にありがとうございます。 

   ▽現行の「第 3次大分市国際化推進計画」は、平成 28 年に策定いたしました。 

  ▽近年では、急速な技術の発展などにより、人や物、情報の流れは地球規模に拡大さ

れ、国際交流は市民にとっても身近なものとなっている中、新型コロナウイルス感

染症拡大により、新たな形による国際交流・国際協力、また、アフターコロナも見

据えていかなければなりません。 

  ▽日頃より様々な分野において国際交流、国際協力、多文化共生に取り組まれ、それ

ぞれの分野に造詣の深い委員の皆様方には、それぞれのお立場から忌憚のないご意

見ご提言を賜りますようお願い申し上げます。 
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第１回策定委員会 

開 会 

  １．策定委員自己紹介 

  ２．事務局紹介 

  ３．委員長・副委員長の選出 

   ■委員長⇒下田憲雄 大分大学学長特命補佐・経済学部教授 

   ■副委員長⇒疇谷憲洋 大分県立芸術文化短期大学国際総合学科学科長・教授 

   にそれぞれ決定 

  ４．委員長あいさつ 

  ▽大分市の国際化について、皆さんのご意見を伺いながら計画に反映させていただき、

より実効性のある計画として参りたいと考えております。 

 

  議事１  

会議の公開・非公開の取扱いについて 

 ■原則公開に決定 

   ■会議の内容に応じ、部分的に非公開とする場合等にはその都度、委員会として判断

する。 

 

  議事２  

第１次計画の概要及び取組み状況について 

   ■事務局より説明 

    （１）第 3 次計画の位置付け、概要 

    （２）第 3 次計画の施策・目標（主な取り組み状況） 

    （３）第 3 次計画の数値目標 

 

■質疑応答 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

施策１目標②「国際化の情報に関心を持とう」という項目

の数値目標として、Facebook も数値化をしているが、デー

タで見てもあまり意味のない目標だと思われる。 

Facebook より、他の情報提供サービスの方がよいのではな

いか。 

 

情報を出すターゲットが外向けならば、インスタグラムの

ような写真を前面に出せるものの方がよいのではないか。 

 

 

以前は「国際交流 WEB」というホームページを作成して情報

提供をしていたが、時代の流れにより Facebookに転換した

という経緯がある。 
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副委員長 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

現在では、委員の言う通り、Facebook については閲覧者が

変わってきているというデータも出てきているので、4次計

画では情報発信のツールについては改めて検討していきた

いと思う。 

また現行の Facebook ページは、日本人向けには国際交流事

業やイベントの情報など、外国人に対しては外国語での生

活情報や防災情報の提供などを行っている。 

 

Facebook はリンクすることで情報を展開できるのだが、目

標数値のフォロワー318件はそもそも少ないと感じる。 

 

Facebook は誰でも「いいね」のボタンを押せば情報をシェ

アできるようになっているので、友達というより、あくま

で情報を知りたいとしている人の数である。 

 

第 3 次計画の現状がこういうことだと知ることで、どうや

って第 4 次計画に反映させていくかを今後考えていきまし

ょう。 

 

委員 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

施策１目標①「外国人と直接触れ合い、世界へ目を向けよ

う」については、「直接触れ合う」ということは重要だがこ

のコロナの環境の中ではなかなか難しくなっているので、

別の形についても幅広く取り込めることができたらと思

う。 

 

先ほど「コロナ後のことを考えていこう」というご意見も

あったが、むしろ ZOOMなどのツールを使って地方都市をア

ピールしていくいい機会だと思う。大分市の姉妹都市であ

るアメリカのオースチン市、ポルトガルのアベイロ市は距

離的にとても遠いが、例えば ZOOMなどを使って定期的にや

り取りもできるし、市長サミットのようなこともできるの

ではないかと思う。 

発想を変えて「直接」ということにこだわらない考え方も

ありつつ、アフターコロナについても同時に検討していく、

という形が望ましいのではないかと思う。 

 

これらの意見は、4次計画策定にあたり、今後のあり方とし

て参考になると思います。 
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委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

施策 2 目標②「海外ビジネスにチャレンジしよう」につい

て、目標値に対して現状の件数が少なく、数字だけ見ると

コロナ禍の中で目標を達成できるのか不安である。 

 

海外への経済交流支援企業数の目標や実績については、何

をもって支援とするか、ということにもよると思う。一件

ずつ、初歩のころから支援をする場合は手間がかかるので、

件数として 2019 年度 74 件というのはおそらく相当に支援

した実績になると思われるし、一方で、セミナーに一度で

も参加した企業も加えると、おそらく 70 件だけとはいわな

い相当な数になると思う。 

いずれにしても、何かご案内するときに JETRO を案内して

いただければ、すべて協力することができるかと思う。 

 

ビジネスの部分は弱いところでもあるので、ぜひご協力を

お願いしたいと思う。 

 

 

  議事３  

第４次計画策定について 

 ■事務局より説明 

    （１）政府等の動向について 

       ・姉妹都市を活用した国際交流の始まり 

       ・1987年「地方自治体における国際交流の在り方に関する指針」 

→国際交流施策の大枠を提示 

       ・1989年「地域国際交流推進大綱の策定に関する指針」 

        →都道府県・政令指定都市へ国際交流のためのガイドライン策定を求める 

       ・1995年「自治体国際協力推進大綱策定に関する指針」 

        →国際協力について自治体の施策立案を求める 

       ・2006年「地域における多文化共生推進プラン」 

        →多文化共生を総合的かつ政策的に推進することを求める 

       ・2012 年新たな在留管理制度がスタート 

        →外国人が住民登録され、日本人と同様にサービスを受けることができる 

       ・2016年・2019年入管法の改正 

        →新たな在留資格を創設することで、外国人に労働者として門戸を開放 

    （２）第 4次大分市国際化推進計画策定の趣旨、位置づけ、期間、体制 

    （３）第 4次大分市国際化推進計画の体系 

    （４）県の動向について 

・2019年「大分県海外戦略」 
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■質疑応答 

委員長 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

事務局 

第 3 次計画の経過も踏まえ、さまざまな分野でご見識のあ

る委員の皆様にご提言いただけると、4次計画が、違った次

の段階の計画になっていくと思います。より良いものとな

ると思います。 

 

第 3 次 計 画 の 概 要 版 を 見 る と 、 国 際 化 が

「 Internationalization」 と書か れ て い る が 、 今 は

「Globalization」が大事になっている。 

例えば中期的な戦略として、これまでも交流のある姉妹友

好都市を軸に展開していくのか、大分市をプラットフォー

ムとしてその他の様々な国々とつながりを持っていこうと

いう戦略なのか。 

 

第 2 次計画までの中では、姉妹友好都市を中心とした国際

交流の広がりとしていたが、第 3 次計画では姉妹友好都市

にとらわれることなく、幅広い国々と幅広い分野による交

流を行う、と変わってきた。 

 

「幅広い」となると、どのような形で広がっていくという

ことを想定していたのか。 

 

第 3 次計画期間にはラグビーワールドカップもあり、世界

各国から大分を訪問されるだろうということから、特定の

地域をターゲットとするものではない、とした。 

新型コロナウイルスの関係で、今後直接大分に来て何かす

るということも大事だが、一方でインターネットなどを使

った戦略なども今後重要となってくると思う。 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

配布資料 3-4「市民アンケート（集計結果報告）」を見ると、

アンケートの実施がラグビーワールドカップ後となってい

るが、国際化が重要だと回答されている方が少ないので、3

次計画の中にある「まちの活性化につながる国際交流」に

つながっているのかが疑問である。市民に国際化の重要性

を認めてもらわなければならない。 

 

このアンケート調査は、市の全施策に関することについて

調査をしたもので、福祉関係の施策など市民の生活に身近

なことに比べたら、国際化施策はそうではないかもしれな
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い。そういった中で重要度としては低いとなっているが、

満足度としては高いという評価となっているので、このア

ンケート調査のなかでは、国際化施策については「このま

ま維持していくべき施策」という分析がされている。 

 

この手のアンケートでは、生活の基盤となる項目について

はどうしても関心が高い傾向にあり、例えばスポーツや文

化芸術の振興などについては、どうしても関心度が低い傾

向になりがちである。生活の基盤が出来上がったさらにそ

の上にこういうものがあると生活が豊かになる、といった

項目である。 

つまり重要度が低いとの回答が得られたのも、そもそも関

心が低いからだと分析できて、そこはこの会議の中で、国

際化に関心を持つということを少しでも伸ばす、というこ

とを考えていくということが一つあるのではと思う。 

関心を持つ、ということであれば、ラグビーワールドカッ

プであれだけの国々の人々と市民の皆さんが入り乱れて盛

り上がったということは、割と市民の中には鮮明な記憶と

して残ったのではないかという感触がある。だからこの時

期、遠隔でも大分の魅力を発信しつつ、海外とも継続して

つながっていく、それも市民参加型として進めていくと、

ワイドな国際化が進んでいくのではないかと思う。 

 

30 年くらい前は県内企業と話していると国際化には全く関

心がなかった。それで当時は、どうすれば大分県内から物

を集めることができるのかという議論からスタートしてい

たが、今は逆に、県内でも海外との取引や、海外に関連企

業があったりする。そういった形で、国際化も順番に広が

ってくるのかなという思いもある。 

特に「日本人総グローバル化」と言い出し、市民の中でそ

う位置づけられてきたのは最近の話であるし、そういった

中で、もっと市民全体が国際化に関心をもって意見を持つ

ようになると、まちも変わっていくのではないかと思うが、

順次計画を立てて進めていくことが重要なのかなと思う。 

 

委員 

 

 

 

これからは、アフターコロナ、ウィズコロナの時代といわ

れていく中で、ますます SNS を活用する形で、事業などを

発信して行くことが欠かせないのかなと思っている。 

そういった中、情報発信については Facebook 以外、インス
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事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

タグラムや YouTube などの活用についてはどのように考え

ているのか。インスタグラムについては、写真の発信がメ

インでなかなか行政にとっては使うのが難しいかとは思わ

れるが。 

弊機構本部では、動画配信を通じて、国際協力について難

しくなくポップな感じで親しみやすく伝えられるようにし

ている。 

大分市でも、動画などを通じて国際化についても PRはでき

ると思うが、大分市としてのスタンスはどうか。 

 

情報発信ツールについては、特に Facebookに限っているわ

けではなく、インスタグラムやその他のツールに関しても

常に情報収集しながら、より効果的な物や手法を取り入れ

ていきたいと考えている。 

 

大分市としての広報体制としてはどうなっているのか。 

 

大分市では、広報専門の担当審議監を置いてあり、その職

員を中心に広報戦略を実施しているが、国際化に関しても

その一環として行っており、動画による広報も、大分市の

風景や、高崎山の猿を活用し大分市の魅力を紹介する動画

「SARU TABI（さるたび）」など、YouTubeを使い行っている。 

国際化の情報発信についてもこの体制の一環として、単独

ではなく広報部門と相談しながら行っている。 

 

3 次計画では、施策 2目標①「海外からの観光客を『おもて

なし』し、大分のファンを増やそう」 

目標③「国際職をプラスし『まち』ににぎわいを作ろう」 

というところはすごく重要だと思う。 

例えば中国では、Googleや YouTubeは上海や北京など大き

い都市だけで浸透しており、ウェイボーやウィーチャット

など中国独特のシステムを使っているのがほとんどなの

で、このようなツールを使うことも観光客を呼び込むこと

や魅力の発信、にぎわいの創出につながってくると思う。 

 

確かに、中国では ZOOMなど欧米系のツールは一切つながら

ない。戦略として実際に活用するかどうかというと議論の

余地はあろうかと思うが、ウィーチャットの活用なども検

討が必用になるのではないかと思われる。 



- 8 - 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の英語教育も始まっているが、小学校低学年や幼稚

園児との外国人との触れ合いについてはどのようなものに

なっているか。 

 

大分市では、大学コンソーシアムおおいたへの委託事業と

して、保育園や幼稚園に留学生を派遣して交流を行う「留

学生活用事業『おでかけ ENGLISH』」というものを実施して

いる。 

今年度当初の計画では、年間 20か所に 5人ずつの留学生を

派遣するというものだったが、コロナウイルスの影響でア

ルバイト収入が減少した留学生の支援という立場からも、1

回の留学生の派遣を 10 人に、派遣場所を 32 か所に拡大を

するようにしており、留学生にとっても幼稚園等にとって

も、双方にメリットがある事業として好評を得ている。 

 

大学の方にも、近い校区の小学校などから直接依頼が来る

場合もあり、留学生が訪問している。 

そういう報告が市に上がってきているかはわからないが、

報告が行っていれば実際は交流人数の数値としてはもっと

多いのではないかと思う。 

 

市としては、市の実施している事業としての人数は各課か

ら報告があり把握しているが、その他については把握でき

ていない。 

 

教育委員会ですが、ALTの現状は 31 人。学習指導要領の改

訂により、今年度より小学校 5、6年生も英語が教科化され、

これまで 5、6 年生の英語活動が 3、4 年生に降りてきた。

そして、余剰時間を活用して 1、2 年生にもある程度英語活

動を実施しているところである。 
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委員 

 

ALTは今後増員していく予定か。 

 

委員 

 

 

 

ALT は 8 月か 9 月で任期を迎え交代となるが、9 月には 37

人を予定している。ただ、コロナウイルスの関係で、日本

が受け入れを表明した国からは ALT も来日することができ

るのだが、その他の国からについてはいまだ予定が立って

いない状況である。 

このような中、今年の 9月までに任期を満了する ALTが 14

名いるので、まだ任期がある 17名については残ることにな

っているが、新たな ALT が何名来日できるか、という状況

となっている。 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国際化」は、ふわっとしていてなんとなくわかりにくい

もので、そのプロセスを見ているとある程度わかりやすく

なるのだが、第 3 次計画の施策の中の「目標」を見ている

と、「この目標のために国際化に取り組んでいきましょう」

というのがわかってくる。目標がはっきりとしているのは

わかりやすいので、これから計画を策定するにあたって、

この「目標」という柱をダイレクトに「やっていきたいこ

と」というものに繋げて書けていければいいと思う。 

 

 

 

議事４  

大分市の国際化推進に関するアンケート調査について 

 ■事務局より説明 

    （１）８月にアンケート調査予定 

    （２）市民に対するアンケート調査は昨年度終了 

    （３）留学生、国際関係団体、企業向けの３種のアンケート調査票 

 

■質疑応答 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

留学生アンケートについては英語も併記で実施予定とのこ

とだが、せっかくなので日本語もやさしいにほんごでの実

施としてほしい。 

また調査対象について、大分市在の留学生としたいとのこ

とだが、大分市在住かどうかはどのように判断するのか。 

 

県内のすべての大学等にお願いをして、調査票の中に、ど

こに住んでいるかを問う設問を入れていることで判断する
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委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員長 

こととしたい。そうすることで、大分県内としても留学生

の動向を把握することが可能だと考えている。 

 

田北専門学校や大原専門学校のような各種学校にも留学生

がいると思うので、そちらにもアンケートを取るようにし

てください。 

アンケートは前回の内容以外にも新しい内容を入れていい

のならば、せっかくならコロナで何が影響されたか、何が

困っているかについても聞くといいと思う。 

 

留学生の属性については、30 代以下の方がメインだと思わ

れるので、データ分析としては「20 代」と一括りではなく

てもっと小刻みにした方がいいと思う。 

また、年齢だけではなくて、地域についても詳しいデータ

を集めた方がより良い分析ができると思う。 

 

大分市に住んで何年かの質問に関しては、APUの学生などは 

最大で 4年間在籍することになるので、「1～4年未満」の方

がよいと思った。 

また、質問の中で複数選択を「〇個まで」としているが、

特段目的がなければ、回答可能個数を制限しない方がアン

ケートの目的に適うデータが得られるのではないか。 

また、質問によって「その他」の後に自由記入欄があるも

のとないものとがあるが、いずれにしても自由記入の余地

を残した方がよいのではと思う。 

（※団体向け、企業向けアンケートについても同じ） 

 

アンケートを作成した際に、どの設問も回答として当ては

まるというものが多く、そうであれば選択肢の中でも回答

数を制限して当てはまる中でも特に思いが強いものとして

選択してもらえれば、ということで回答個数を制限したと

ころである。 

質問によっても違いはあると思うが、概ね選択肢を設けな

い方がよいということであればそうさせていただきたい。 

 

例えば複数選択する際に、1番、2番、3番と優先順位をつ

けて回答してもらうという手法もある。 

 

大分市に住んで何年かの設問については、大学生でも大学



- 11 - 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

院に行く場合は 4 年以上になる場合もあるので、考え直し

た方がいい。 

 

これを聞くことによって何を分析したいかを考えたとき

に、むしろ 1 年から 6 年まで 1 年刻みに選択してもらうよ

うにした方が分析の幅は広がる 

 

ご指摘のあった属性の条件等については、事務局は再度検

討してください。 

 

卒業後の進路については、大分市に残るという留学生を調

べたいと思うのであれば「大分に」ではなくて「大分市に」

としておいたほうが良い。 

 

留学生も団体アンケートについても、コロナの影響につい

て問う質問もあった方がいい。 

 

国際関係団体向けや企業向けについては、大分市が行って

いるワールドフェスタなどのイベントや助成金制度、

Facebookなどについて「知っているか」「活用しているか」

について質問してみてはどうか。どこまで浸透しているか

がわかる。 

 

企業アンケートの対象として「外国人技能実習生監理団体」

というのがあるが、複数の団体があるのか。 

 

市内には監理団体が 14社ぐらいある。 

 

一般的に外国人を受け入れますか、という質問も色々と種

類があるので、海外から直接技術者が欲しいとか、特定技

能ビザで雇用したいとか、国内にいる外国人や留学生を雇

用したい等というのがもう少しわかるといいのかなと思

う。 

 

海外展開については、弊機構でも「中小企業 SDGsビジネス

支援事業」というものを持っており、近年この事業を活用

した企業もいるので、企業向けの設問（10）（11）の回答選

択肢一つとして、弊機構名も入れてもらえるとありがたい。 
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設問の中に「中国」「香港」「台湾」とある中で、「ASEAN」

としているのは、昨今ミャンマーなどが注目されている中、

少々ざっくりとしすぎているのではと感じる。 

 

大分市のグローバル戦略はどういうところに向かっていく

のか、というところに多少かかわってくるので、そのニー

ズ調査にしたいということであれば、やはり国別に分けて

質問するべきで、その結果 ASEAN が多かったという分析で

いいのではないかと思う。ざっくりしすぎていると、ポイ

ントがずれてくるかもしれない。 

 

学生アンケートでは、「どういうところが困っていますか」

など否定的な設問もあるので、「どんなところが好きです

か」などの肯定的な設問も加えて、出てきた答えを強みに

していくといことも考えてはどうか。 

 

大分で生活する ALT に関しては、いろいろと重要な意見を

持つ方々も多いので、アンケートを取った方がいいと思う。 

新たに ALT 用のアンケートを作るのも大変なので、留学生

アンケートに入れることができないかなと思う。 

 

留学生と全く同じではないが、何らかの工夫をして実施で

きるように検討したい。 

 

コロナ禍において、様々な企業や方々も、悩み等を抱えて

いたり計画を進めていくうえで支障をきたしたりしている

ことと思うので、その辺のこともアンケートで吸い上げて

もらえると、これは国際化のアンケートの結果だがおそら

く他の部署でも重要な結果を得られるアンケートになると

思う。ぜひその結果の活用についても縦割りではなく、事

務局には観光や企業支援の部署などとの情報の共有につい

てもご検討いただきたい。 

 

委員の皆様には、アンケートについてまだご意見があろう

かと思うので、本日の議論を踏まえて本委員終了後もご検

討いただき、最終集約として 7/31（金）までに、修正案等

を事務局までいただければと思います 

 

 



- 13 - 

 

副委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

修正作業を行うということだが、委員全員が集まって会議

を開くとなると時間がかかり効率も悪いので、今後の修正

作業は事務局で行い、委員全員で確認するのではなく委員

長の一任でご確認いただくというのはどうか。 

 

このような手続きでよければ、委員長で責任をもって事務

と連絡を取り合い修正作業と確認を実施するということに

する。副委員長にも入っていただき進めていきたいと思い

ますので、よろしくおねがいします。 

（※委員異議なし） 

 

 

 

議事５ 

今後のスケジュールについて 

 ■事務局より説明 

    令和２年  ８月  アンケート調査 

          ９月  アンケート分析 

         １０月  第２回策定委員会（アンケート調査結果報告、 

計画概要・骨子審議） 

         １２月  第３回策定委員会（計画原案審議） 

    令和３年  １月  パブリックコメント実施 

          ２月  パブリックコメント結果報告（計画最終案） 

          ３月  第４次計画決定・市長へ報告 

 

■質疑応答 

 特になし 

委員長 

 

 

 

 

本日は、各委員の闊達なご意見をいただきましてありがと

うございました。 

今後もこの本日のように、忌憚のないご意見をいただいて

より良いものができればと考えておりますので、今後とも

よろしくお願いします。 
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議事６ 

その他 

■全体を通して 

 特になし 

 

 

■事務局から連絡事項 

（１）第２回策定委員会の開催について 

      

   閉 会 

 


